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2021年 12月 26日
ねん がつ にち

聖家族の主日
せい か ぞく しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

皆様、主の降誕おめでとうございます。
みなさま しゅ こうたん

誕⽣した幼⼦は、飼い葉桶に寝かされて、聖ヨセフと聖⺟マリアによって、そのいの
たんじょう おさな ご か ば おけ ね せい せい ぼ

ちを守られています。受肉した神のみ言葉は、家族のうちに誕⽣し、家族によって守ら
まも じゅにく かみ こと ば か ぞく たんじょう か ぞく まも

れ、育まれました。降誕祭直後の主日は、聖家族を黙想する日であります。
はぐく こうたんさいちょく ご しゅじつ せい か ぞく もくそう ひ

使徒ヨハネは、「神の掟を守る人は、神のうちにいつもとどまり、神もその人のうちに
し と かみ おきて まも ひと かみ かみ ひと

とどまってくださいます」と記しています。まさしく聖家族を構成する聖ヨセフと聖⺟
しる せい か ぞく こうせい せい せい ぼ

マリアは、神の言葉に従 順に従い、その御旨の実現のために人⽣を捧げられたことで、
かみ こと ば じゅうじゅん したが じつげん じんせい ささ

神の掟を守る人であることをあかしし、その故にこの家族のうちに神は常にとどまり、
かみ おきて まも ひと ゆえ か ぞく かみ つね

この家族を聖なる家族とされました。
か ぞく せい か ぞく

ルカ福音は、イエスが十二歳になったときの家族の話を記しています。過越祭のため
ふくいん じゅう に さい か ぞく はなし しる すぎこしさい

にエルサレムに上ったとき、その帰路、少年イエスがエルサレムに残り、家族と離れて
のぼ き ろ しょうねん のこ か ぞく はな

しまったときの逸話であります。
いつ わ

三日目に見出されたイエスは、自らが神の⼦であることを明示され、真の家族は神のも
みっ か め みい だ みずか かみ こ めい じ しん か ぞく かみ

とにあることを示されますが、同時にイエスは、神の掟を守る二人から離れることなく、
しめ どう じ かみ おきて まも ふた り はな

そのもとにとどまるために、両親と一緒に旅を続けます。
りょうしん いっしょ たび つづ

私たちが教会共同体を考えるとき、そこには「地上の教会と天上の善に飾られた
わたし きょうかいきょうどうたい かんが ち じょう きょうかい てんじょう ぜん かざ

教会」が実在し、互いに別なものではなくて「複雑な一つの実在」を構成していると
きょうかい じつざい たが べつ ふくざつ ひと じつざい こうせい

教会憲章は指摘します。同様に、家族においても、地上の家族と天上の家族があり、私
きょうかいけんしょう し てき どうよう か ぞく ち じょう か ぞく てんじょう か ぞく わたし

たちは、その両者によって育まれる存在です。
りょうしゃ はぐく そんざい

教皇フランシスコは使徒的勧告「愛のよろこび」の冒頭に、「家庭において⽣きられて
きょうこう し と てきかんこく あい ぼうとう か てい い
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いる愛の喜びは、教会にとっても大きな喜びです」と記します。その上で、「家庭が健全
あい よろこ きょうかい おお よろこ しる うえ か てい けんぜん

であることは、世界と教会の将来にとって、決定的に重要なことです（31）」と記し
せ かい きょうかい しょうらい けっていてき じゅうよう しる

ます。

しかし同時に、現実の世界では理想とするような家族ではなく、厳しい状 況に直面す
どう じ げんじつ せ かい り そう か ぞく きび じょうきょう ちょくめん

る家族や崩壊してしまった家族、また家族そのものが存在しないような状 況があるこ
か ぞく ほうかい か ぞく か ぞく そんざい じょうきょう

とを認識し、教会のこれまでの態度を反省してこう記しています。
にんしき きょうかい たい ど はんせい しる

「私たちは⻑い間、恵みに開かれるよう励ますことをせずに、単に教義や⽣命倫理や
わたし なが あいだ めぐ ひら はげ たん きょう ぎ せいめいりん り

道徳の問題に執拗にこだわることで、家庭を十分に支え、夫婦のきずなを強め、彼らの
どうとく もんだい しつよう か てい じゅうぶん ささ ふう ふ つよ かれ

共同⽣活を意味あるものにしたと信じてきました。（37）」
きょうどうせいかつ い み しん

司牧的配慮の重要性を説かれる教皇様は、その上で、「教会は、家庭の中の家庭であ
し ぼくてきはいりょ じゅうようせい と きょうこうさま うえ きょうかい か てい なか か てい

り、すべての家庭教会が持ついのちによって、たえず豊かにされています」と記して、
か ていきょうかい も ゆた しる

教会と家庭のきずなを強 調されています。
きょうかい か てい きょうちょう

回勅「兄弟の皆さん」において教皇様は、教会共同体という家庭でともに旅するよ
かいちょく きょうだい みな きょうこうさま きょうかいきょうどうたい か てい たび

うわたしたちを招かれ、そのためには兄弟姉妹のきずなのうちに連帯しなければならな
まね きょうだい し まい れんたい

いと強 調されます。神の掟を守ろうとするわたしたちは、共同体の中に神がいつも
きょうちょう かみ おきて まも きょうどうたい なか かみ

とどまってくださることを信じています。この共同体は、私たちにとって天上の家族
しん きょうどうたい わたし てんじょう か ぞく

に連なる家族であります。教皇様は、「私たち信者は、神は万人の御父という理解がな
つら か ぞく きょうこうさま わたし しんじゃ かみ ばんにん おんちち り かい

ければ、兄弟愛の呼びかけに盤石な根拠はない（272）」と記します。この現実の中で、聖
きょうだいあい よ ばんじゃく こんきょ しる げんじつ なか せい

なる家族の一員となるよう招かれる主に、積極的に応えましょう。
か ぞく いちいん まね しゅ せっきょくてき こた


